
昨
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
公
立

小
学
校
で
全
学
年
35
人
学
級
が

実
現
し
た
。
こ
の
間
も
秋
田
県
を
は
じ

め
都
道
府
県
・
自
治
体
は
独
自
予
算
で

少
人
数
学
級
を
実
施
し
、
児
童
・
生
徒

に
寄
り
添
っ
た
教
育
環
境
を
整
え
て
き
た
。

　

ま
た
、
国
に
対
し
て
少
人
数
学
級
の

必
要
性
に
つ
い
て
全
国
知
事
会
・
市
長

会
・
町
村
会
や
各
団
体
か
ら
も
要
望
が

行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
20
人
以
下
に
な
っ
た

「
分
散
登
校
」
は
教
職
員
・
保
護
者
・

児
童
生
徒
か
ら
も
落
ち
着
い
て
授
業
が

で
き
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
定
数
が
ど

れ
ほ
ど
多
か
っ
た
の
か
、
少
人
数
学
級

の
必
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
、
大
き

く
前
進
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
職
員
の
働
き
方
、
一
人
ひ
と
り
に

き
め
細
や
か
な
教
育
環
境
を
整
え
る
た

め
、
独
自
に
少
人
数
学
級
を
推
し
進
め

る
こ
と
を
求
め
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
現
在
35
人
を
超
え
る
学
級
数
と
、
30
人

以
下
学
級
に
し
た
場
合
の
対
象
学
級
は
。

⑵
少
人
数
学
級
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

町
に
認
識
は
。

⑶
40
人
を
超
え
る
学
級
が
あ
る
が
改
善
は
。

⑷
コ
ロ
ナ
禍
で
も
教
職
員
・
支
援
員
の

研
修
は
で
き
て
い
る
の
か
。

 

教
育
長 

⑴
令
和
４
年
５
月
１
日
現
在
の
通
常
学

級
数
は
、
小
学
校
９
校
58
学
級
、
中
学

校
５
校
24
学
級
で
、
１
学
級
あ
た
り
35

人
を
超
え
る
学
級
は
小
学
校
１
校
３
学

級
、
中
学
校
２
校
５
学
級
で
あ
り
、
30

人
以
下
学
級
を
基
準
と
し
て
学
級
編
制

を
し
た
場
合
、
小
学
校
で
２
校
４
学
級

の
増
、
中
学
校
で
２
校
４
学
級
の
増
と

な
る
。

⑵
少
人
数
学
級
は
、
受
け
持
つ
児
童
数

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
個
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
教
育
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
並
び
に
体
力

を
高
め
る
こ
と
に
有
効
だ
と
考
え
て
い
る
。

⑶
義
務
教
育
法
に
よ
る
令
和
４
年
度
の

通
常
学
級
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
第
１

学
年
か
ら
第
３
学
年
ま
で
の
学
級
編
成

の
標
準
が
35
人
、
そ
れ
以
外
は
40
人
、

特
別
支
援
学
級
は
８
人
で
あ
る
。

　

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生

徒
は
、
通
常
学
級
と
の
重
複
在
籍
と
は

な
ら
な
い
。
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
が
、
一
部
授
業
や
給
食
な

ど
の
時
間
に
通
常
学
級
に
入
っ
て
「
交

流
及
び
共
同
学
習
」を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
際
一
部
の
学
校
に
お
い
て
40
人
を

超
え
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
相
互
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

す
る
交
流
と
、
教
科
等
の
ね
ら
い
の
達

成
を
目
的
と
す
る
共
同
学
習
を
考
慮
し

な
が
ら
、
効
果
的
な
教
育
活
動
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

⑷
教
職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
十
勝

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
、
十
勝

特
別
支
援
教
育
振
興
協
議
会
な
ど
各
種

団
体
に
よ
る
研
修
会
や
研
究
会
、
養
護

学
校
等
に
よ
る
研
修
会
の
参
加
等
の
ほ

か
、
各
学
校
で
の
校
内
研
修
会
な
ど
に

参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ

い
て
は
、
夏
季
休
業
中
に
研
修
会
を
開

催
し
、
町
臨
床
心
理
士
な
ど
の
講
話
や

日
頃
の
業
務
で
感
じ
て
い
る
こ
と
の
情

報
交
流
を
行
っ
て
い
る
が
、
令
和
２
年

度
は
中
止
、
３
年
度
は
３
カ
所
の
会
場

に
分
散
し
て
リ
モ
ー
ト
開
催
し
た
。

　

今
後
も
積
極
的
に
各
種
研
修
に
参
加

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
特
別
支

援
教
育
を
担
う
教
職
員
の
資
質
と
専
門

性
の
向
上
を
図
り
、
各
学
校
の
行
内
研

修
の
充
実
に
よ
り
、
教
職
員
全
体
の
特

別
支
援
教
育
に
対
す
る
理
解
を
は
じ

め
、
障
が
い
に
対
す
る
知
識
、
指
導
方

法
や
実
践
的
な
指
導
技
術
の
向
上
に
努

め
る
。

 

再
質
問 

幕
別
町
で
は
、
学
校
に
よ
っ

て
す
で
に
少
人
数
で
授
業
が
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
は
多
い
、
一
部
大
規
模
校
の

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
必
要
、
町
の

認
識
は
。

 

答 

少
人
数
学
級
は
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
教
員
の
独
自
採
用
や
教
室

の
確
保
等
の
課
題
が
あ
る
た
め
町
独
自

で
の
実
施
は
難
し
い
。

　

対
応
と
し
て
、
北
海
道
教
育
委
員
会

の
加
配
を
受
け
る
と
と
も
に
、
町
独
自

で
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、

チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
形
を
活
用

し
な
が
ら
、
き
め
細
や
か
な
指
導
に
努

め
た
い
。

答問
少
人
数
学
級
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
が
、

町
独
自
で
の
配
置
は
難
し
い

少
人
数
学
級
の
実
現
で
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た

教
育
環
境
の
整
備
を
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